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（訂正）「平成 24 年２月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正に関するお知らせ 

 

平成 23 年 10 月 13 日付で発表いたしました「平成 24 年 2 月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」

の記載内容につき、一部誤りが認められたため、下記の通り修正させていただきます。 

なお、数値データにつきましては訂正はありません。訂正箇所は＿下線を付して表示しております。 

 

【訂正前】P４ 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３

月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３

月 31 日）を適用しております。  

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 37 百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は

458 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 6880 百万円

であり、敷金及び保証金の変動額は 108 百万円であります。 

 

 

【訂正後】P４ 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号 平成 20 年３

月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３

月 31 日）を適用しております。  

 これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ 3８百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は

459 百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 736 百万円で

あり、敷金及び保証金の変動額は 114 百万円であります。 

 

以上 


